
浸
透
技
術
協
会
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
一
環

と
し
て
行
っ
た
講
演
会
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

現
状
を
知
り
、「
自
社
製
品
が
役
立
つ
」と

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
普
及
・
実
証
事
業
に
応
募
。

2
0
1
5
年
1
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
契
約
締

結
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
南
郊
の
ボ
ゴ
ー
ル
市
で

事
業
を
開
始
し
た
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
雨
水
に
よ
る
洪

水
対
策
と
し
て
、
ダ
ム
建
設
や
河
川
改

修
、
下
水
道
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
れ
ら
は
整
備
に
膨
大
な
時
間

と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
弊
社

が
開
発
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
で
あ
れ
ば
、
安
価
か
つ
簡
便

に
設
置
可
能
。
弊
社
と
し
て
も
韓
国
と

台
湾
で
実
証
試
験
を
始
め
て
い
た
時
期

で
、『
ア
ジ
ア
の
他
地
域
で
も
事
業
を
拡
大

し
よ
う
』と
思
い
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
に
応

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市

圏
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
あ
り
、
毎
年

11
月
か
ら
５
月
が
雨
季
に
あ
た
る
。
降
水

量
が
最
多
と
な
る
１
月
の
平
均
雨
量
は
お

よ
そ
３
９
０
ミ
リ
。
東
京
の
月
間
最
多
降

水
量（
９
月
、
約
２
０
０
ミ
リ
）の
倍
近
い

量
の
雨
が
降
る
。
こ
の
た
め
治
水
・
排
水

対
策
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
長
年
の

懸
案
事
項
で
あ
る
。
と
り
わ
け
経
済
成
長

著
し
い
昨
今
、
都
市
化
と
過
剰
な
地
下
水

取
水
に
よ
る
地
盤
沈
下
も
影
響
し
て
、
外

水
被
害（
河
川
の
氾
濫
）、
内
水
被
害（
浸

水
）と
も
に
深
刻
化
し
て
い
る
。

秩
父
ケ
ミ
カ
ル
の
吉
田
寿
人
社
長
は
、

２
０
１
３
年
に
公
益
財
団
法
人
雨
水
貯
留

秩父ケミカルでは2015年9月、インドネシア・ボゴール市の公共施設の駐車場に、プラスチック製
雨水貯留浸透施設を設置した。写真はプラスチック製雨水貯留槽（プラダムくん）の設置風景

プラダムくん、ニュートレンチくん設置後の駐車場。熱帯特有のス
コールに見舞われても、水が地下施設に集水され、アスファルト上
に水が溜まらなくなった

プラダムくんと浸透トレンチ型プラスチック製雨水貯留浸
透施設（ニュートレンチくん）を設置する以前の駐車場。
ひと降りでこれだけの水が溜まるほど、水はけが悪かった

JICA本部
国内事業部長 岩切 敏
「海外展開を考えている全国
の中小企業の皆さま、ぜひ
JICAのODAを活用した中小
企業海外展開支援制度をご
活用ください」

秩父ケミカル株式会社
代表取締役社長  吉田 寿人
1950年生まれ。都内の大学を
卒業後、土木資材専門商社に
入社。繊維素材を使った暗渠
材・盛土安定材などの開発・販
売に従事する。1998年秩父ケミ
カルに入社、2009年専務取締
役、2015年代表取締役社長。

大
規
模
治
水
工
事
に
比
べ

安
価
・
簡
便
な
施
設

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
助
言
で

慣
習
の
違
い
を
乗
り
越
え
る

同
社
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
普
及
・
実
証

事
業
に
導
入
し
た
製
品
は
２
種
類
。
浸
透

ト
レ
ン
チ
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
雨
水
貯
留
浸

透
施
設（
ニ
ュ
ー
ト
レ
ン
チ
く
ん
）と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
雨
水
貯
留
槽（
プ
ラ
ダ
ム
く
ん
）

だ
。
い
ず
れ
も
地
中
に
埋
設
し
て
使
用
す

る
。ニ
ュ
ー
ト
レ
ン
チ
く
ん
は
列
状
に
配
置

し
、
従
来
の
雨
水
下
水
管
に
替
わ
る
排
水

管
と
し
て
も
機
能
す
る
。
プ
ラ
ダ
ム
く
ん

は
そ
の
名
の
通
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ダ
ム

で
、
貯
留
さ
れ
た
雨
水
は
少
し
ず
つ
浸
透
、

排
水
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
な
っ
て
お
り

敷
地
面
積
に
合
わ
せ
た
設
置
が
可
能
で
、

日
本
国
内
で
も
住
居
や
公
共
施
設
の
敷
地

や
駐
車
場
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に

幅
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
、
同
社
の
主
力

製
品
だ
。
水
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所
に
じ

か
に
設
置
す
る
た
め
、
効
果
が
す
ぐ
に
現

れ
る
点
も
特
徴
だ
と
い
う
。

今
回
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト（
相
手
国
政

府
関
係
機
関
）は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
公
共

事
業
・
国
民
住
宅
省
水
資
源
総
局
。
日

本
の
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全

局
に
該
当
す
る
部
局
だ
。
同
社
で
は
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
と
も
に
事
業
場
所
の
調

査
を
行
い
、
最
終
的
に
ボ
ゴ
ー
ル
市
内
の
公

共
施
設
の
駐
車
場
２
カ
所
に
設
置
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

計
画
で
は
２
０
１
５
年
夏
ま
で
に
工
事

を
終
え
、
秋
か
ら
の
雨
季
に
備
え
る
考
え

だ
っ
た
が
、
慣
習
の
違
い
な
ど
で
思
う
よ
う

に
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多

い
国
な
の
で
す
が
、
事
業
年
で
は
ち
ょ
う
ど

６
、
７
月
が
断
食
月
の
ラ
マ
ダ
ン
に
あ
た

り
、
仕
事
の
進
捗
が
遅
れ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ラ
マ
ダ
ン
明
け
大
祭
を
含
む

大
型
連
休
が
明
け
る
と
同
時
に
工
事
に
着

手
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

じ
ゅ
う
で
仕
事
の
再
開
を
待
っ
て
い
る
状
態

で
す
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
に
移
れ
る
か

は
不
透
明
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
事
務
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
資

材
の
搬
送
業
者
な
ど
と
事
前
に
調
整
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
大
き
な
遅

滞
も
な
く
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

雨
季
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
吉
田
社
長
）

工
事
は
９
月
中
に
完
了
し
、
10
月
よ
り

運
用
を
開
始
。
現
地
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の

担
当
者
か
ら
は
、「
雨
が
降
る
た
び
に
水
浸

し
に
な
っ
て
い
た
駐
車
場
に
、
今
年
は
雨
水

が
溜
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
短
い
工
期
で
こ
れ

だ
け
の
効
果
が
現
れ
る
と
は
、
驚
い
た
」と

絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
。

今
回
の
事
業
で
は
秩
父
ケ
ミ
カ
ル
を
筆

頭
と
し
た
本
邦
業
者
が
施
工
管
理
を
行

い
、
施
工
は
現
地
業
者
が
行
っ
た
。
今
後
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
引
継
ぎ
つ
つ
、
現
地
の
行

政
や
法
人
に
対
し
、
同
社
製
品
の
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
広
報
し
て
い
く
予
定
と
い
う
。

「
雨
季
が
終
わ
る
５
月
に
経
過
報
告
を

兼
ね
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
今

後
の
新
規
設
置
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
は
ど
こ

も
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
も
販
路
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
、『
雨
水
対
策
に
は

ダ
ム
建
設
し
か
な
い
』と
考
え
る
方
が
多

い
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
方
々
に
、
よ
り
安
価

で
簡
単
に
行
え
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を

し
っ
か
り
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
、
吉
田
社
長
は
今
後
の
抱
負
を

語
っ
て
い
る
。

技
術
の
移
転
は
も
ち
ろ
ん

新
た
な
治
水
方
法
も
提
案

JICAでは、開発途上国の開発課題（社会・経済上の解決
すべき課題）と我が国の中小企業等の有する優れた製品・
技術等とのマッチングを行うことによって、途上国の開発課題
の解決と我が国の中小企業等の海外事業展開との両立を
図ることを目的として、政府開発援助（ODA）を活用した中小
企業海外展開支援事業を実施しています。具体的には、中
小企業等からのご提案に基づき、開発課題の解決に資する
事業計画を策定するための調査や、実際に機材を持ち込ん
で製品や技術の普及可能性等を実証する事業等を、JICA
からの委託事業として実施していただくものです。これらの取

組みにより、我が国の中小企業等の有する優れた製品・技
術等が、多くの途上国政府の事業やODA事業に活用され、
あるいは海外市場の開拓に繋がり、中小企業の海外事業展
開とともに、地域経済の活性化の促進が期待されます。皆様
からのご提案をお待ちしております。

募
し
ま
し
た
」と
、
吉
田
社
長
は
経
緯
を

説
明
す
る
。

独立行政法人 国際協力機構

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援

モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
浸
水
被
害
を
食
い
止
め
る

安
価
で
簡
便
な
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

東
南
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
で
は
毎
年
雨
季
に
な
る
と
、深
刻
な
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
。

秩
父
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社（
東
京
都
千
代
田
区
）で
は
、同
社
が
開
発
し
た
地
下
埋
設
型
の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
よ
っ
て

被
害
を
抑
え
る「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
普
及・実
証
事
業
」を
提
案
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
普
及・実
証
事
業
に
採
択
さ
れ
、現
在
実
施
し
て
い
る
。
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